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第
２６
回

ト
ヨ
タ
総
行
動

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
期
間
工

な
ど
低
賃
金
で
劣
悪
な
労
働
条

件
の
非
正
規
労
働
者
を
増
大
さ

せ
る
一
方
で
下
請
け
単
価
の
切

り
下
げ
な
ど
に
よ
り
３
年
連
続

し
て
１
兆
円
の
利
益
を
あ
げ
、

い
ま
や
Ｇ
Ｍ
を
追
い
越
し
名
実

と
も
に
世
界
の
ト
ッ
プ
企
業
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
２
月

１１
日
、
ト
ヨ
タ
の
地
元

豊
田
市
で
全
国
各
地
の

労
働
者
・
大
気
汚
染
裁

判
原
告
団
な
ど
１
６
０

０
人
が
参
加
し
て
「
ト

ヨ
タ
の
大
も
う
け
を
労

働
者
、
下
請
業
者
、
地

域
に
還
元
せ
よ
。
排
ガ

ス
対
策
強
化
な
ど
社
会

的
責
任
を
果
た
せ
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
第
２６
回

ト
ヨ
タ
総
行
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。自

治
労
連
か
ら
は
、
愛
知
県

本
部
の
仲
間
３
１
０
人
を
は
じ

め
、
本
部
か
ら
大
黒
書
記
長
、

東
京
・
大
阪
・
山
口
な
ど
か
ら

地
方
労
連
に
結
集
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

山
之
手
公
園
で
開
か
れ
た
決

起
集
会
に
主
催
者
を
代
表
し

て
、
羽
根
克
明
愛
労
連
議
長
が

あ
い
さ
つ
。「
３
年
連
続
１
兆

円
の
利
益
を
あ
げ
な
が
ら
、
４

年
連
続
賃
上
げ
ゼ
ロ
。
３
年
連

続
ベ
ア
要
求
を
し
な
い
状
況
か

ら
、
今
春
闘
で
労
組
が
ベ
ア
１

０
０
０
円
の
賃
上
げ
要
求
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
我
々
の
行
動
の

成
果
だ
」
と
訴
え
ま

し
た
。
榑
松
佐
一
愛

労
連
事
務
局
長
は
前

日
に
行
っ
た
ト
ヨ
タ

本
社
や
デ
ン
ソ
ー
な

ど
関
連
６
社
へ
の
要

請
内
容
を
報
告
。
昨

年
ま
で
と
異
な
り
ど

の
会
社
も
労
組
の
賃

上
げ
要
求
を
否
定
し
な
か
っ
た

と
強
調
し
、
全
国
か
ら
期
間
工

を
か
き
集
め
て
い
る
問
題
や
公

害
裁
判
で
の
和
解
の
努
力
を
図

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

決
意
表
明
は
、
ト
ヨ
タ
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ガ
ス
排
出
に
よ
る

公
害
裁
判
原
告
団
の
１
０
０
人

の
代
表
や
ト
ヨ
タ
の
労
働
者
、

ト
ヨ
タ
の
孫
会
社
で
正
規
雇
用

を
求
め
て
闘
う
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
の
仲

間
、
松
下
電
器
の
子
会
社
で
偽

装
請
負
問
題
で
裁
判
闘
争
し
正

規
雇
用
を
か
ち
と
っ
た
大
阪
の

仲
間
が
発
言
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
本

社
工
場
前
ま
で
デ
モ
行
進
。
参

加
者
は
「
期
間
工
の
待
遇
改
善

せ
よ
」「
大
気
汚
染
患
者
の
救

済
制
度
を
作
れ
」
な
ど
ト
ヨ
タ

の
社
会
的
責
任
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
力
強

く
唱
和
し
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
後
、
本
社
工
場
は

じ
め
４
カ
所
の
工
場
門
前
で
ト

ヨ
タ
に
働
く
労
働
者
に
呼
び
か

け
る
宣
伝
行
動
を
し
ま
し
た
。

「「
今今
年年
ここ
そそ
大大
幅幅
賃賃
上上
げげ
」」「「
大大
気気
汚汚
染染
患患
者者
のの
救救
済済
」」をを

トヨタのディーゼルガス排出による公害裁判原告団１００人も東京から参加

「
名
古
屋
の
公
立
保
育
園
を
守
ろ

う
！
」
―
名
古
屋
市
立
則
武
（
の
り
た

け
）
保
育
園
（
１
９
３
５
年
開
設
）
の

廃
園
・
民
営
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ

う
と
２
月
１０
日
夜
、
昭
和
区
で
集
会
を

開
き
ま
し
た
。
保
育
園
の
父
母
や
名
古

屋
市
職
労
は
じ
め
保
育
団
体
な
ど
が
開

い
た
も
の
で
会
場
満
員
の
７
０
０
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
み
ん
な
の
力
で
公

的
保
育
を
守
ろ
う
と
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
ま
し
た
。

自治労連愛知のデモ出発�

開設７０年の則武保育園

市
は
昨
年
末
名

古
屋
市
立
則
武
保

育
園
を
園
舎
の
老

朽
化
や
「
財
政

難
」
を
理
由
に
２

０
０
７
年
３
月
に

廃
園
し
、
同
年
４

月
よ
り
民
営
化
計

画
を
発
表
。
突
然

の
提
案
に
同
園
父

母
や
労
組
、
地
域

住
民
、
保
育
団
体

の
支
援
を
受
け
、
廃
園
に
反
対

す
る
要
請
署
名
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
昨
年
１２
月
末
に
わ

ず
か
３
日
で
５
８
３
０
筆
を
集

め
、
１
月
３１
日
ま
で
に
４
万
８

千
余
の
署
名
到
達
と
な
っ
て
い

ま
す
。
集
会
で
は
同
園
の
子
ど

も
と
親
２６
世
帯
も
参
加
し
、
父

母
の
会
会
長
の
鶴
山
美
千
代
さ

ん
が
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報

告
。
４
回
行
わ
れ
た
保
護
者
説

明
会
で
は
、名
古
屋
市
側
が「
お

金
が
な
い
」
と
く
り
返
す
ば
か

り
の
話
し
合
い
で
は
親
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
涙
で
声

を
詰
ま
ら
せ
る
鶴
山
さ
ん
に
会

場
か
ら
励
ま
し
の
声
や
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。「
財
政

的
な
問
題
の
前
に
、
子
ど
も
た

ち
の
気
持
ち
を
第
一
に
考
え
る

の
が
行
政
の
役
割
。
子
ど
も
の

笑
顔
と
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に
、
引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
、
子
ど
も

た
ち
も
「
の
り
た
け
守
ろ
う

�
」
と
歌
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
会
場
中
が
大
合
唱
。
参
加
者

は
７０
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
則
武

保
育
園
を
な
く
さ
な
い
た
め
に

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
名
古

屋
の
保
育
を
守
る
運
動
を
よ
り

多
く
の
市
民
と
共
同
し
て
進
め

よ
う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

今
後
、
名
古
屋
市
は
保
育
所

整
備
法
人
の
決
定
、
国
へ
の
整

備
協
議
な
ど
を
す
す
め
、
３
月

議
会
で
保
育
所
整
備
予
算
の
決

定
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

公的保育を守ろうと７００人がつめかけました

昨年を上回る１６００人が参加し熱気あふれる集会に

憲憲
法法
９９
条条
守守
れれ

大大
増増
税税
・・
医医
療療
改改
悪悪
反反
対対
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自
分
の
自
治
体
の
「
財
政
分

析
」
を
し
て
、
自
治
体
の
実
態

を
つ
か
み
、「
行
革
」
に
対
抗

す
る
政
策
づ
く
り
、
要
求
実
現

に
役
立
て
よ
う
と
県
本
部
と
東

海
自
治
体
問
題
研
究
所
共
催
で

「
よ
く
わ
か
る
市
町
村
財
政
分

析
講
座
」
を
２
月
１８
日
、
勤
労

会
館
（
鶴
舞
）
で
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
、『
住
民
と
自
治
』

誌
に
好
評
連
載
中
の
大
和
田
一

紘
さ
ん（
埼
玉
大
学
）。
愛
知
・

岐
阜
・
三
重
か
ら
３２
人
の
労

組
・
議
員
な
ど
の
参
加
で
一
日

み
っ
ち
り
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
各
自
治
体
の
決
算

カ
ー
ド
を
持
ち
込
み
、
午
前
中

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け
て
、
午

後
か
ら
は
実
際
に
決
算
カ
ー
ド

を
も
と
に
経
常
収
支
比
率
の
推

移
な
ど
を
作
成
し
、
自
治
体
財

政
分
析
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。「
短
時
間
の
講
義
で

十
分
理
解
は
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
改
め
て
自
分
の
自
治
体
の

財
政
を
分
析
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
」（
豊
橋
）

と
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
４
月
２２
日
に
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座
と
し
て
第
２
回
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

異
常
な
大
寒
波
や
大
雪
に

見
舞
わ
れ
た
今
年
の
冬
で
す

が
、
３
月
６
日
は
い
よ
い
よ

啓
蟄
（
け
い
ち
つ
）
で
す
。

や
っ
と
春
風
が
さ
わ
や
か
に

感
じ
ら
れ
る
季
節
を
迎
え
ま

す
。こ

の
時
期
は
草
木
の
成
長

が
目
立
ち
は
じ
め
、
桜
の
つ

ぼ
み
も
少
し
ず
つ
大
き
く
な

り
ま
す
。朝
、

早
起
き
し
て

散
歩
に
出
か

け
る
の
に
も

よ
い
季
節
。

道
端
の
草
花

の
芽
吹
き
や

木
々
の
成
長

を
見
守
る
の

も
楽
し
い
こ
と
で
す
。
散
歩

を
し
な
が
ら
全
身
を
伸
ば
し

て
、
筋
肉
の
緊
張
を
ゆ
る
め

ま
し
ょ
う
。

睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
を

原
因
と
し
た
頭
痛
、鼻
風
邪
、

悪
寒
、
発
汗
な
ど
の
症
状
が

起
こ
り
や
す
い
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。

一
般
に
重
症
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く
と
風

邪
の
邪
気
が
体
の
中
に
入
り

込
み
、
下
痢
や
高
熱
を
伴
う

本
格
的
な
風
邪
に
変
わ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
早
め
に
手

当
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
か
し
い
な
と
思
っ
た

ら
、
腕
の
内
側
（
手
の
ひ
ら

側
）
に
あ
る
「
孔
最
（
こ
う

さ
い
）」
と
「
太
淵
（
た
い

え
ん
）」
と
い
う
ツ
ボ
に
お

き
ゅ
う
を
す
え
た
り
、
指
圧

で
刺
激
を
与
え
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
ツ
ボ
は
肺
や
呼
吸

器
に
か
か
わ
る
肺
系
と
い
う

経
絡
に
あ
り
ま
す
が
、
頭
痛

や
肩
こ
り
の
緩
和
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
な
く
、
ひ
じ

の
周
辺
に
も
押
す
と
痛
み
を

感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず

で
す
。
正
式
な
ツ
ボ
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
押
し
て
痛
み
の
感

じ
る
と
こ
ろ
を
指
圧
で
刺
激

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ぬ
る
め
の
お
風
呂
で
半
身

浴
を
し
て
体
を
温
め
る
の

も
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立

ち
ま
す
。

自
分
の
自
治
体
財
政
を

分
析
で
き
る
力
を
つ
け
よ
う

ツボの話
�
財
政
分
析
講
座
３２
人
が
参
加
�

春
の
風
邪
に
効
く
ツ
ボ

パソコンで入力しながら学ぶ参加者

憲
法
特
別
コ
ー
ス

３２
人
の
受
講
生
に

豊豊
橋橋
市市
職職
労労

勤
労
者
通
信
大
学
の
憲
法
特

別
コ
ー
ス
の
受
講
生
は
、
豊
橋

で
現
在
３２
名
で
す
。
青
年
部
が

１０
名
、
教
育
支
部
８
名
、
環
境

１
名
、
病
院
１
名
、
本
庁
２
名
、

本
部
７
名
、
書
記
３
名
で
す
。

第
１
回
目
は
、
２
月
２０
日
、

県
本
部
長
坂
書
記
長
を
講
師
に

迎
え
、
憲
法
の
基
本
を
学
習
し

ま
し
た
。
生
徒
の
中
に
は
、
憲

法
の
内
容
を
は
じ
め
て
聞
く
人

も
い
て
、
熱
心
に
集
中
し
て
授

業
を
う
け
て
い
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
、
生
徒
１
人
１

人
が
講
師
に
な
り
、
憲
法
を
自

分
自
身
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う

な
授
業
の
ス
タ
イ
ル
で
す
す
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
３
月
１５
日
（
水
）。

参
加
者
の
声
�
「
教
科
書
は

と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
楽
し

く
勉
強
で
き
そ
う
で
す
」「
今

こ
そ
憲
法
を
じ
っ
く
り
学
習
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま

す
。
学
習
し
た
こ
と
を
周
り
に

ひ
ろ
め
て
、
憲
法
改
悪
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
た
い
で
す
�
」

み
ん
な
で
卒
業
に
向
け
て
、

豊
橋
市
職
員
労
働
組
合
は
楽
し

く
頑
張
り
ま
す
。
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憲法を自分のことばで語ろうと学習会がスタート

名名
古古
屋屋
ブブ
ロロ
ッッ
クク

名
古
屋
市
は
２
月
１３
日
、
来

年
度
の
予
算
案
を
発
表
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
「
家
計
が
苦
し
い
準

要
生
活
保
護
者
の
こ
ど
も
に
対

す
る
就
学
援
助
制
度
の
所
得
基

準
を
引
き
下
げ
る
。」「
約
１
５

０
０
人
の
小
中
学
生
が
援
助
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
見
込
み
」

（
中
日
新
聞
２
／
１４
付
）

こ
れ
ま
で
の
就
学
援
助
基
準

は
４
人
家
族
の
場
合
、
年
収
で

５
１
３
万
９
千
円
が
援
助
を
受

け
ら
れ
る
目
安
で
し
た
。
１８
年

度
は
こ
の
目
安
が
７５
万
円
も
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
市
は
「
他

の
政
令
都
市
と
く
ら
べ
て
高

い
」
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
基
準
で
す
ら

就
学
援
助
を
受
け
ら
れ
な
い
家

庭
の
中
に
は
給
食
費
を
払
う
こ

と
が
困
難
な
家
庭
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
で
「
学
校
に
い

き
た
く
な
い
」
と
い
う
子
ど
も

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
自
治
労

連
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
や
新
日
本

婦
人
の
会
、
市
民
犠
牲
許
す
な

連
絡
会
、
愛
労
連
は
緊
急
に
市

議
会
議
長
宛
要
請
署
名
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
３
月
６
日
提

出
の
予
定
で
す
。

９
１
３
号
の
答
え
は
「
イ
ヌ

ハ（
ア
ン
ザ
ン
）ノ
オ
マ
モ
リ
」

で
し
た
。５７
人
の
応
募
が
あ
り
、

全
員
が
正
解
で
し
た
。
以
下
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま

す
。

山
黒

佳
美（
安
城
ヘ
ル
パ
ー

分
会
）

小
久
保
雅
子（
田
原
市
職
労
）

鈴
木

弥
生（
西
尾
市
職
）

八
神

真
紀（
名
水
労
）

山
田

光
則（
碧
南
市
職
）

黒
田

博
子（
蒲
郡
市
職
）

榊
原

聡
美（
半
田
市
職
）

鈴
木
の
り
子（
学
事
労
）

原

敏
文（
春
日
井
市
職
労
）

日
比
野
多
美
子（

〃

）

小
林
た
づ
子（

〃

）

南
波
喜
恵
子（
名
古
屋
市
職
労
）

佐
藤

晴
美（

〃

）

斎
藤

康
子（

〃

）

鈴
木

敬
子（
瀬
戸
市
職
労
）

矢
野
ふ
き
子（

〃

）

阿
部

康
子（

〃

）

藤
田

瑞
穂（
豊
橋
市
職
労
）

岡
本

武
久（

〃

）

神
田

達
弘（

〃

）

◆
保
育
園
で
の
耐
震
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
地
震
が
来
る
と

騒
が
れ
て
い
る
近
年
、
早
く
工

事
が
終
わ
る
の
を
願
っ
て
い
ま

す
。
又
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
も

心
配
の
一
つ
で
す
。
安
全
第
一

で
す
も
の
ね
（
小
松
幸
子
・
春

日
井
市
職
労
）
◆
「
渥
美
・
大

山
１
・
１５
人
間
の
鎖
」
記
事
を

読
み
、
田
原
市
は
夫
の
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
で
私
も
訪
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
と
て
も
人
ご
と
と

は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
工

的
な
も
の
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る

中
貴
重
な
自
然
を
こ
れ
以
上
壊

さ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
（
河
合

み
ど
り
・
名
古
屋
市
職
労
）
◆

西
尾
の
お
正
月
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ

ワ
ー
講
習
会
は
す
て
き
な
こ
と

で
す
ね
。
私
た
ち
の
組
合
は
、

今
月
学
習
会
を
開
き
ま
す
。
介

護
保
険
改
正
に
つ
い
て
学
習
す

る
予
定
で
す
。
安
城
で
も
ア
レ

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
も
や
っ
て
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
（
杉
浦
美

香
・
安
城
ヘ
ル
パ
ー
分
会
）

「
就
学
援
助
」の
所
得
基
準
引
下
げ

中
止
求
め
て
市
議
会
へ
要
請
署
名
�

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
０６
年
３
月
３１
日
必
着
。

は
が
き
に
か
な
ら
ず
近
況
・

職
場
で
の
話
題
、今
号
の「
あ

い
ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を

書
い
て
下
さ
い
。

鍼
灸
師

伊
藤
直
子


